
特
集

的
知
見
を
踏
ま
え
、わ
が
国
へ
の
気
候
変
動

の
影
響
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、以
上
の
世
界
動
向
と
わ
が
国
へ
の

影
響
を
踏
ま
え
、現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
適

応
策
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
、関
連
省
庁

の
方
々
か
ら
執
筆
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
、
環

境
省
・
竹
本
明
生
氏
か
ら
は
2
0
1
5
年

に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
気
候
変
動
の
影
響
へ

の
適
応
計
画
」の
内
容
と
決
定
に
至
る
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
、国
土
交
通
省
・
横
井
貴

子
氏
か
ら
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
け
る
適

応
策
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
環
境
省
・

小
沼
信
之
氏
か
ら
は
、適
応
策
の
実
行
主
体

と
な
る
地
方
自
治
体
の
役
割
と
そ
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
、す
で
に
一
部
で
始
ま
っ
て
い
る

国
内
外
の
適
応
策
の
具
体
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
、関
係
者
の
方
々
よ
り
執
筆
い
た
だ

い
た
。
ま
ず
国
内
の
先
進
事
例
と
し
て
、
埼

玉
県
・
島
田
知
英
氏
と
長
野
県
・
陸
斉
氏

よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
で
の
気
候

変
動
適
応
策
の
取
組
み
と
、明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
適
応
策
の
実
装
に
向
け
て
の
課
題

と
可
能
性
に
つ
い
て
執
筆
い
た
だ
い
た
。一

方
、
海
外
の
事
例
と
し
て
、
タ
イ
国
で
の
気

候
変
動
に
関
す
る
能
力
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て（
一
社
）
海
外
環
境
協
力
セ
ン

タ
ー
・
家
本
了
誌
氏
よ
り
、
そ
し
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
の
気
候
変
動
を
考
慮
し
た
洪
水

リ
ス
ク
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
日

本
工
営（
株
）・
福
田
忠
弘
氏
よ
り
紹
介
い

た
だ
い
た
。

　

最
後
に
、適
応
策
に
お
け
る
土
木
の
役
割

に
つ
い
て
、
先
述
の
土
木
学
会「
気
候
変
動

の
影
響
と
緩
和
・
適
応
方
策
小
委
員
会
」で

の
議
論
を
踏
ま
え
て
、当
委
員
会
委
員
長
の

中
央
大
学
・
松
下
潤
氏
よ
り
災
害
リ
ス
ク
管

理
を
中
心
に
論
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

気
候
変
動
と
都
市
環
境
分
野
で
世
界
的
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
二
人
の
学
識
者
に
、適
応
策

の
具
体
化
に
向
け
た
土
木
の
役
割
に
つ
い
て

対
談
い
た
だ
い
た
。
対
談
の
一
人
目
は
、
気

候
変
動
を
専
門
と
し
I
P
C
C
の
リ
ー
ド

オ
ー
サ
ー
を
務
め
た
茨
城
大
学
学
長
・
三
村

信
男
氏
、
も
う
一
人
は
国
土
デ
ザ
イ
ン
学
・

都
市
環
境
学
を
専
門
と
し
2
0
1
5
年
に

ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
正
会
員
に
選
出
さ
れ
た
中
部

大
学
・
林
良
嗣
氏
で
あ
る
。 

　

本
特
集
を
通
し
て
、土
木
分
野
に
お
け
る

適
応
策
が
、緩
和
策
と
と
も
に
気
候
変
動
対

策
の
両
輪
と
し
て
よ
り
一
層
の
取
組
み
が

進
め
ら
れ
、
こ
の
取
組
み
を
通
し
て
、
国
と

地
方
、
分
野
や
組
織
、
そ
し
て
立
場
を
超
え

た
協
働
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

気候変動への適応の時代
Age of Adaptation to Climate Change

特集担当主査：中村晋一郎
特集企画担当：奥野真章、新海英昌、吉見昌宏

　

2
0
1
5
年
12
月
12
日
、フ
ラ
ン
ス
・
パ

リ
に
て
開
催
さ
れ
た
C
O
P
21（
第
21
回

気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）に
お
い

て
、
パ
リ
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
パ
リ
協
定

は
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
世
界
の
平
均
気

温
の
上
昇
を
2
℃
未
満
に
抑
え
る
、
通
称

「
2
℃
目
標
」
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
大

き
な
注
目
を
浴
び
た
。

　

パ
リ
協
定
で
は
、こ
の
2
℃
目
標
に
合
わ

せ
て
、私
た
ち
土
木
の
分
野
に
と
っ
て
重
要

な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。そ
れ
が「
適
応
策
」

の
推
進
で
あ
る
。「
緩
和
策
」が
、た
と
え
ば

2
℃
目
標
の
よ
う
に
、二
酸
化
炭
素
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
し
気
候
変

動
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
対
策
で
あ
る
の
に

対
し
、「
適
応
策
」は
、気
候
変
動
に
よ
っ
て

生
じ
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

対
策
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
で
は
、
適
応
策
が

「
す
べ
て
の
レ
ベ
ル（
地
方
、
国
家
、
地
域
、

国
際
）
で
直
面
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
挑
戦

で
あ
る
と
の
認
識
」
の
も
と「
気
候
変
動
に

対
し
、
適
応
能
力
を
拡
充
し
、
強
靱
性
を
強

化
し
、
脆
弱
性
を
減
少
さ
せ
る
」
こ
と
が
定

め
ら
れ
、
適
応
策
の
推
進
が
規
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
も
と
、日
本
に
お

い
て
適
応
策
に
向
け
た
取
組
み
が
本
格
化

し
て
い
る
。C
O
P
21
直
前
の
2
0
1
5

年
11
月
に
は「
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応

計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
土
交
通
省
は

「
国
土
交
通
省
気
候
変
動
適
応
計
画
」
を
立

案
し
、
防
災
や
水
資
源
管
理
、
交
通
と
い
っ

た
分
野
の
適
応
策
を
示
し
た
。他
の
関
係
省

庁
で
も
適
応
策
の
具
体
化
に
向
け
た
取
組

み
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
土
木
学
会
で
は
2
0
1
6
年
3
月
に

地
球
環
境
委
員
会
・
気
候
変
動
の
影
響
と

緩
和
・
適
応
方
策
小
委
員
会
の
も
と「
気
候

変
動
へ
の
適
応
・
緩
和
策
─
人
々
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
挑

戦
す
る
土
木
技
術
」
を
公
表
、
適
応
策
に
お

け
る
土
木
分
野
の
役
割
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

わ
が
国
の
土
木
分
野
に
お
け
る
気
候
変

動
へ
の
適
応
が
本
格
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
今
、本
特
集
で
は
適
応
策
に
関
す
る
最
新

の
知
見
や
政
策
的
な
取
組
み
、そ
し
て
一
部

で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
国
内
外
の
具
体

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
を
通
し
て
、学

会
内
で
の
適
応
策
に
関
す
る
共
通
理
解
の

形
成
を
目
指
し
、さ
ら
に
は
今
後
の
適
応
策

の
推
進
に
向
け
た
土
木
分
野
で
の
課
題
と

可
能
性
を
模
索
し
た
い
。

　

は
じ
め
に
基
調
論
説
と
し
て
国
連
大
学
・

東
京
大
学
の
沖
大
幹
氏
に
気
候
変
動
に
関

す
る
世
界
の
動
向
と
適
応
策
の
役
割
に
つ

い
て
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。そ
し
て
国
立
環

境
研
究
所
の
肱
岡
靖
明
氏
に
、最
新
の
科
学

表1　本特集で登場する気候変動適応策に関する年表

世界の動き 日本での動き 土木学会での取組み
1988年 「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」

設立
1990年 IPCC第1次評価報告書（AR1）公表 「地球温暖化防止行動計画」策定

埼玉県で「地球環境推進グループ」設置
1992年 リオデジャネイロで「環境と開発に関する

国際連合会議（地球サミット）」開催。「気
候変動に関する国際連合枠組条約（気候
変動枠組条約）」採択

1994年 「気候変動に関する国際連合枠組条約」
発効

1995年 ドイツ・ベルリンで第1回気候変動枠組
条約国会議（COP1）開催
IPCC第2次評価報告書（AR2）公表

1997年 京都でCOP3開催。「京都議定書」採択
1998年 「地球温暖化対策の推進に関する法律」制定 
2001年 IPCC第3次評価報告書（AR3）公表
2006年 土木学会誌6月号特集「亜熱帯化する日

本～土木技術のゆくえ～」
2007年 IPCC第4次評価報告書（AR4）公表
2008年 気候変動に関する活動に対してIPCCお

よびアル・ゴアがノーベル平和賞を受賞
「地球温暖化対策の推進に関する法律」改正 土木学会誌7月号特集「地球温暖化・あ

なたはどこまで知っていますか?」
2009年 長野県第2次環境基本計画において気候変動適応を位置づけ 地球温暖化対策特別委員会報告書「地

球温暖化に挑む土木工学」公表
2011年 「気候変動への適応推進に向けた極端現

象及び災害のリスク管理に関する特別報
告書（SREX）」公表

2012年 埼玉県で「適応策専門部会」設置 
2013年 環境省が「気候変動影響評価等小委員会」設置

長野県で第三次温暖化防止県民計画に適応策パッケージを位置づけ 
2014年 IPCC第5次評価報告（AR5）統合報告書

公表
2015年 

9 月　�国連総会で「持続可能な開発目標
（SDGs）」採択

12月　�フランス・パリにてCOP21開催。「パ
リ協定」採択

3 月　�「気候変動影響評価等小委員会」による影響評価結果が公表
5 月　�地方公共団体における気候変動影響評価・適応計画策定等を支援する

モデル事業を開始
5 月　�埼玉県が「ストップ温暖化・埼玉ナビゲーション2050（改訂版）」発表
8 月　�「社会資本整備審議会河川分科会気候変動に適応した治水対策検討小

委員会」から答申
9 月　�「気候変動の影響への適応に関する関係府省庁連絡会議」設置
11月　�「気候変動の影響への適応計画」閣議決定 
11月　�国土交通省が「国土交通省気候変動適応計画」公表 

2016年 8 月　�国立環境研究所に気候変動適応情報プラットフォーム立ち上げ 3 月　�「気候変動への適応・緩和策―人々
が安心して暮らせる社会の実現に
向けて挑戦する土木技術」公表
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